
◆
成
田
市
西
部
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
地
区
＝
成
田
・
公
津
地
区

所 

在
地
＝
新
町
1
0
3
7
番
地
63（
新
町
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
玲
光
苑
内
）

電
話
番
号
＝
23
‐
7
1
5
1

◆
成
田
市
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
地
区
＝
下
総
・
大
栄
地
区

所 
在
地
＝
猿
山
1
3
5
4
番
地（
ヤ
ッ
ク
ス
ド
ラ
ッ

グ
下
総
店
内
）

電
話
番
号
＝
80
‐
7
0
0
7

◆
成
田
市
西
部
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
地
域
＝
豊
住
・
八
生
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

所 

在
地
＝
押
畑
8
9
6
番
地
4（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
玲
光
苑
内
）

電
話
番
号
＝
20
‐
3
6
5
5

◆
成
田
市
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
地
区
＝
久
住
・
中
郷
・
遠
山
地
区

所 

在
地
＝
本
三
里
塚
2
2
6
番
地
1（
老
人
保
健

施
設
セ
ン
ト
ア
ン
ナ
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
内
）

電
話
番
号
＝
35
‐
6
0
8
1

高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
を
支
え
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
。
市
で
は
、「
成
田
市
西
部
南

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」と「
成
田
市
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
新
た

に
開
設
し
、
1
月
1
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
総
合

的
窓
口
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保

健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援

専
門
員
な
ど
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら
業
務
に
当
た

り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

二
次
予
防
対
象
者
の
決
定
を
受
け
た

人
や
介
護
認
定
で
「
要
支
援
1
・
2
」

の
判
定
を
受
け
た
人
を
対
象
に
介
護
予

防
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
介
護
予
防
を
図

り
ま
す
。

総
合
相
談
支
援

　

高
齢
者
の
在
宅
介
護
、
施
設
介
護
に

関
す
る
相
談
や
、
介
護
保
険
制
度
、
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
総
合
的
な
相

談
を
受
け
、
支
援
や
援
助
を
行
い
ま
す
。

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護

　

高
齢
者
の
権
利
や
財
産
を
守
る
た
め
、

虐
待
の
相
談
や
早
期
発
見
・
保
護
な
ど

の
対
応
を
す
る
ほ
か
、
成
年
後
見
制
度

な
ど
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎

20
‐
1
5
3
7 

F
A
X 

24
‐
2 

3 
 

6 

7 

E
メ
ー
ルkofuku@

city.na 

rita.chiba.jp

）へ
。

★
下総運動公園

成田線

下総郵便局

成田市役所
下総支所

ヤックス
ドラッグ

〒

滑河駅

356356

滑河駅入口

常総大橋際

●

利根川

6363

6363
103103

★

三里塚小学校

三里塚幼稚園
三里塚御料牧場

○文 三里塚

●

●
6262

106106

106106

● ★成田市
生涯大学校

成田
U-シティホテル

西
口

●

中
台
運
動
公
園

J
R
成
田
駅

★
イ
オ
ン
モ
ー
ル

成
田

成
田
線

成田線

土屋

成田病院

市営
大谷津球場

●
408408

408408

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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年
も
全
国
で
1
、
0
2
2
人
も
の
人
が

犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

死
因
の
う
ち
、
約
6
割
が
火
災
に
気

付
く
の
に
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
「
逃
げ

遅
れ
」
。
特
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

逃
げ
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
憂
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

全
て
の
住
宅
で
設
置
が

義
務
化

　

火
災
に
よ
る
死
者
を
少
し
で
も
減
ら

そ
う
と
平
成
16
年
6
月
に
消
防
法
が
一

部
改
正
さ
れ
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
6

月
1
日
か
ら
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　

既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
成
田
市

火
災
予
防
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
、
平

成
20
年
6
月
1
日
か
ら
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
一
度
自
宅
の
防
火
対
策
を
見
直

し
、
大
切
な
家
族
と
財
産
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

死
因
の
6
割
が

「
逃
げ
遅
れ
」

　

近
年
、
建
物
火
災
に
よ
っ
て
亡
く
な

る
人
が
急
増
し
、
全
国
で
1
、
3
1
4

人
の
死
者
が
出
て
い
ま
す
。
中
で
も
住

宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
割
合
は
建

物
火
災
全
体
の
9
割
を
占
め
、
平
成
22

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
を

　
「
法
律
が
変
わ
っ
て
、
す
ぐ
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
付
け
な
い
と
罰
則
が
あ
り

ま
す
よ
」
と
う
そ
を
つ
い
た
り
、「
消

防
署
の
方
か
ら
販
売
に
来
ま
し
た
」
と

言
っ
た
り
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
高
額
な
値
段
で
売
り
付
け
る
業
者
に

関
す
る
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
や
市
が
、
直
接
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。「
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
今
だ
け
」

「
あ
な
た
だ
け
」
と
訪
問
し
て
く
る
業

者
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
23
‐

1
1
6
1
）へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課（
☎

20
‐
1
5
9
1
）ま
た
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
相
談
室（
1
0
1
2
0
‐

5
6
5
‐
9
1
1
）へ
。 

火
災
の
発
生
に
早
期
に
気
付
き
、速
や
か
に
避
難
す
る
た
め
の「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」。
既
存
住
宅
を
含
め
、
全
て
の
住
宅
へ
の
設

置
が
平
成
20
年
6
月
1
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

取
り
付
け
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
は
済
ん
で
い
ま
す
か

建物火災の
死者数
1,314人

住宅火災による
死者数
1,022人

消防庁資料

住宅火災による死者数
90.3％

逃げ遅れ
59.1％

その他

その他

住宅火災の現状（平成22年）
（概数・放火自殺などを除く）

3 広報なりた 2012.1.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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